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 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 
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 経ガ岳の山名の由来は 1574 年に平泉寺の住職が一向一揆の兵に焼き討ちされた際に、山頂に焼けた 
経巻の灰を埋めたことによると伝えられている。登山道は法恩寺山と赤兎山からの縦走路と六呂師高原側

にある。前者の縦走路は新人の頃、２泊３日の春山合宿で雪山を歩いた。今回は林道法恩寺線を車で走り 
ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ駐車場から歩き出す。紅葉に彩られた登山道にはブナなどの落葉樹が多く、アダムとイブの木と

名付けられたブナとミズナラの木が寄り添うように立っていた。保月山を過ぎると岩稜帯があり、慎重に

通過した。中岳からは梯子や固定ロープを使って、気の抜けない急な登り下りをする。紅葉真っ盛りでア

ルプス的な空間を感じた。欲を言えば晴天の空が・・・残念。池の大沢の切窓から標高差 250ｍを登り詰め

ると広い経ガ岳の山頂に着いた。標識で記念写真後、下山にかかろうとして、GPS を確認すると三角点は

更に北側に 100ｍ以上先にあることが分かった。笹薮を切り開いた三角点を見つけ再度記念写真をとる。 
分かりにくいので三角点を踏まずの登山者も多いかも？と思いながら下山する。 

藤田勝啓 

  紅葉山行（日本 300 名山） 

 

2024 年 11 月 5日 
両白山地 

 11 月 8 日 
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11/5（火） 曇り 
10：00 駐車場 
10：30 アダムとイブの木 
11：00 保月山 
12：15 中岳 
13：00 経ガ岳 
13：20 三角点 
14：30 中岳 
15：00 杓子岳 
15：45 保月山  
16：30 駐車場 
 

 

経ガ岳 

経ガ岳 1625ｍ 

ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ駐車場 

杓子岳 

林道法恩寺線 

中岳 

 

 
山頂標識にて 

   

 

 

アダムとイブの木 紅葉の登山道 中岳から経ガ岳 

保月山から経ガ岳 下山の途中 
二等三角点にて 


